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吉崎 亮造 ( 筑波大学先端学際領域研究センタⅡ 

先端学際領域研究センター 汀 ARA センタ づ は、 筑波大学という 新しい大学 

組織の中で精一杯のいろいろな 試みを盛り込んだ 新しい学内共同利用センター 

であ る。 

1 9 9 4 年の発足に向けて 1 9 9 3 年の 1 2 月に「 TARA 宣言」を公表し、 

TARA 構想が明らかにされた。 TARA センタ一の目的は、 「産・官・ 学 」研究 連 

携 という形態をとりつっ、 学際領域における 最先端研究を 推進し、 基礎研究の 

活性化を目指すとともに 大学の研究成果を 積極的に新しい 産業技術として 社会 

還元することであ る。 

TARA センタ一の特色は 従来の固定化された 組織とは異なり、 7 年で研究アス 

ペクトを見直し、 3 午で研究プロジェクトを 見直すと言った 流動的研究組織で 

あ る。 このような TARA センタ一には 次の 5 つの基本原則があ る。 

1 . 異種研究機関の 融合 

2, 徹底した競争原理の 導入 

3. 厳格な覚部評価システムの 採用 

4. 重点的環境整備の 実行 

5. 研究成果の積極的社会還元を 行 う 

TARA センターは発足後 3 年間を経過し、 最初にスタートして 研究ブロジェク 

トの 更新も行われた。 私たちがこの TARA の経験の中で 何を学び、 何を得たの 

かを明らかにして 行きたい。 

一方、 TARA センタ一のスタートと 歩調を合わせるかのように 1 g g t@ 年 1 1 

月 には科学技術基本法が 成立し、 翌 1 9 9 6 年 7 月には科学技術基本計画が 閣 

議決定された。 この基本計画によれば、 次の 8 項目が目標として 掲げられてい 
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る 。 

1. 競争的研究環境の 推進 

2, 流動的研究環境の 整備 

3. 厳格な研究評価の 実施 

4. 研究情報の公開 

5. 研究成果の社会還元 

6. 国内研究交流の 推進 

7. 国際研究交流の 推進 

8. 事務処理の迅速化、 効率化、 簡素化 

TARA センタ一の基本原則とかなりオーバーラップするところが 多い。 このこ 

とは私たちが TARA センタ一の運営を 通して経験してきたことが、 科学技術 基 

本計画を推進する 上でかなり参考になるのではないか、 ということであ る。 

このような立場から TARA センタ一のこれまでの 挑戦の歴史を 中心にお話し 

したい。 
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